
(57)【要約】

【課題】本発明は、フローティングコネクタに関し、絶

縁体を一体型にして全体を小型化し、コストを低減させ

ることが課題である。

【解決手段】プリント基板２に固着される固定側絶縁体

３と、該固定側絶縁体に基部が固定されて併設されると

ともに先端部が当該固定側絶縁体から突出している複数

のコンタクト４と、前記コンタクトの先端部が固定され

ているとともに相手側コネクタと嵌合する可動側絶縁体

５とで構成され、前記固定側絶縁体３と前記可動側絶縁

体５とが、これらの側壁から延設した細幅の揺動連結部

７により一体に形成されて、前記固定側絶縁体３に対し

て前記可動側絶縁体５が揺動自在に支持されているフロ

ーティングコネクタ１とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  プ リ ン ト 基 板 に 固 着 さ れ る 固 定 側 絶 縁 体 と 、 該 固 定 側 絶 縁 体 に 基 部 が 固 定 さ れ て 併 設 さ
れ る と と も に 先 端 部 が 当 該 固 定 側 絶 縁 体 か ら 突 出 し て い る 複 数 の コ ン タ ク ト と 、 前 記 コ ン
タ ク ト の 先 端 部 が 固 定 さ れ て い る と と も に 相 手 側 コ ネ ク タ と 嵌 合 す る 可 動 側 絶 縁 体 と で 構
成 さ れ 、
　 前 記 固 定 側 絶 縁 体 と 前 記 可 動 側 絶 縁 体 と が 、 こ れ ら の 側 壁 か ら 延 設 し た 細 幅 の 揺 動 連 結
部 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 に 対 し て 前 記 可 動 側 絶 縁 体 が 揺 動 自 在 に 支
持 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 コ ン タ ク ト は 、 そ の 基 部 と 先 端 部 と が 長 手 方 向 に 沿 っ て 平 行 に さ れ る と と も に 、 そ の 途
中 の 部 分 に お い て 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 押 圧 す る 圧 入 治 具 の 先 端 部 が 当 接 す る 圧 入 用 の 段
差 が 設 け ら れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 相 手 側 コ ネ ク タ と 嵌 合 す る 可 動 側 ハ ウ ジ ン グ 接 続 部 が 嵌 合 誤 差 を 吸 収 し て 嵌
合 す る よ う に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て な る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 プ リ ン ト 基 板 に 表 面 実 装 さ
れ る 固 定 側 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ と 、 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ る 可 動 側 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ２ と 、
前 記 固 定 側 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ １ に コ ン タ ク ト 基 部 が 圧 入 さ れ て 保 持 さ れ 先 端 部 が 前 記 可 動
側 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 圧 入 さ れ て 揺 動 自 在 に 支 持 す る よ う に 併 設 さ れ た 複 数 の コ ン タ ク
ト １ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 受 け 側 コ ネ ク タ と 差 し 込 み 側 コ ネ ク タ と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 差 し 込 み コ ネ ク タ
側 は 、 コ ネ ク タ 本 体 と 、 該 コ ネ ク タ 本 体 か ら 外 部 に 導 出 さ れ て 基 板 に 接 続 さ れ る 接 続 片 と
、 該 コ ネ ク タ 本 体 の 一 端 部 か ら 突 出 し て 、 そ の 先 端 に 前 記 受 け 側 コ ネ ク タ の コ ン タ ク ト 部
に 接 触 し て 導 通 す る コ ン タ ク ト 部 を 有 す る 複 数 の 端 子 板 と 、 少 な く と も 前 記 端 子 板 の コ ン
タ ク ト 部 を コ ネ ク タ 本 体 か ら 分 離 し て 保 持 す る 保 持 部 材 と を 備 え て な る フ ロ ー テ ィ ン グ コ
ネ ク タ が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ０ ５ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ で は 、 前 記 差 し 込 み 側 コ ネ ク タ に お い て 、 コ ネ
ク タ 本 体 と 保 持 部 材 と の 二 つ の 部 品 が あ る 。 よ っ て 、 部 品 点 数 が 増 え て 部 品 管 理 の 手 間 が
増 え る こ と に な り 、 更 に 、 プ リ ン ト 基 板 へ の 実 装 面 積 が 増 え て し ま い 、 プ リ ン ト 基 板 の 高
密 度 実 装 の 障 害 と な る 。 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決
す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ の 上 記 課 題 を 解 決 し て 目 的 を 達 成 す る た め の 要 旨
は 、 プ リ ン ト 基 板 に 固 着 さ れ る 固 定 側 絶 縁 体 と 、 該 固 定 側 絶 縁 体 に 基 部 が 固 定 さ れ て 併 設
さ れ る と と も に 先 端 部 が 当 該 固 定 側 絶 縁 体 か ら 突 出 し て い る 複 数 の コ ン タ ク ト と 、 前 記 コ
ン タ ク ト の 先 端 部 が 固 定 さ れ て い る と と も に 相 手 側 コ ネ ク タ と 嵌 合 す る 可 動 側 絶 縁 体 と で
構 成 さ れ 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 と 前 記 可 動 側 絶 縁 体 と が 、 こ れ ら の 側 壁 か ら 延 設 し た 細 幅 の
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揺 動 連 結 部 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 に 対 し て 前 記 可 動 側 絶 縁 体 が 揺 動
自 在 に 支 持 さ れ て い る こ と で あ る 。
　 更 に 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 そ の 基 部 と 先 端 部 と が 長 手 方 向 に 沿 っ て 平 行 に さ れ る と と も
に 、 そ の 途 中 の 部 分 に お い て 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 押 圧 す る 圧 入 治 具 の 先 端 部 が 当 接 す る
圧 入 用 の 段 差 が 設 け ら れ て い る こ と を 含 む も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ に よ れ ば 、 固 定 側 絶 縁 体 と 可 動 側 絶 縁 体 と が 、 前 記 揺
動 連 結 部 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る の で 、 部 品 点 数 が 減 少 し て 部 品 管 理 が 容 易 と な る 。
　 そ れ に よ り 、 前 記 両 絶 縁 体 の 大 き さ も 全 体 と し て コ ン パ ク ト に 設 計 す る こ と が 可 能 と な
り 、 基 板 実 装 面 積 を 小 ス ペ ー ス に す る こ と が で き て 、 高 密 度 実 装 に 適 し て い る 。
　 ま た 、 従 来 で は コ ン タ ク ト を 固 定 側 絶 縁 体 と 可 動 側 絶 縁 体 と に 別 々 に 圧 入 し て い た が 、
本 発 明 の フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ に よ り 、 一 体 に な っ て い る 前 記 両 絶 縁 体 に コ ン タ ク ト を
一 度 に 圧 入 す る こ と が で き て 、 圧 入 工 程 と そ の 間 の 搬 送 工 程 と の 削 減 と な り 、 製 造 工 期 の
短 縮 と な る 。
　 前 記 コ ン タ ク ト に 段 差 を 設 け る こ と で 、 こ の 段 部 形 状 に 沿 っ て 当 接 す る よ う に 形 成 さ れ
た 圧 入 治 具 を 用 意 し て 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 と 可 動 側 絶 縁 体 と に 、 一 度 で 前 記 コ ン タ ク ト を
圧 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ は 、 図 １ 乃 至 図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 高 密
度 実 装 用 の プ リ ン ト 基 板 ２ に 固 着 さ れ る 固 定 側 絶 縁 体 ３ と 、 該 固 定 側 絶 縁 体 ３ に 基 部 ４ ａ
が 固 定 さ れ て 併 設 さ れ る と と も に 先 端 部 ４ ｂ が 当 該 固 定 側 絶 縁 体 ３ か ら 突 出 し て い る 複 数
の コ ン タ ク ト ４ と 、 前 記 コ ン タ ク ト ４ の 先 端 部 ４ ｂ が 固 定 さ れ て い る と と も に 相 手 側 コ ネ
ク タ と 嵌 合 す る 可 動 側 絶 縁 体 ５ と 、 前 記 プ リ ン ト 基 板 ２ へ の 実 装 固 定 用 に 設 け ら れ 金 属 製
で 半 田 付 け さ れ る ホ ー ル ド ダ ウ ン ６ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 ３ と 前 記 可 動 側 絶 縁 体 ５ と が 、 こ れ ら の 側 壁 、 例 え ば 、 長 手 方
向 の 左 右 端 部 の 側 壁 で 、 そ れ ぞ れ の 側 壁 に お け る 前 端 部 若 し く は 後 端 部 か ら 延 設 し た 細 幅
の 揺 動 連 結 部 ７ に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 揺 動 連 結 部 ７ ａ ～ ７ ｄ は 、 揺 動 し や す い よ う に 細 い 幅 で 形 成 さ れ 、 前 後 方 向 に 沿 っ
て ４ 箇 所 に 設 け ら れ て い る 。 互 い に 対 向 す る 左 右 側 壁 の 前 端 部 若 し く は 後 端 部 か ら 距 離 を
長 く し て 延 設 す る の は 、 前 記 揺 動 連 結 部 ７ を 少 し で も 長 く す る こ と で 揺 動 し や す く す る た
め で あ る 。 左 右 側 壁 か ら 延 設 す る こ と に 限 ら ず 、 対 向 す る 前 後 側 壁 か ら 揺 動 連 結 部 を 延 設
し て も 良 い 。 ま た 、 可 能 で あ れ ば 、 左 右 側 壁 か ら 前 後 側 壁 へ と 延 設 し て も 良 い 。 要 は 、 固
定 側 絶 縁 体 ３ に 対 し て 、 可 動 側 絶 縁 体 ５ が 上 下 左 右 に 揺 動 で き る 構 造 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に し て 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 ３ に 対 し て 前 記 可 動 側 絶 縁 体 ５ が 、 前 記 揺 動 連 結 部
７ を 介 し て 、 一 体 に し て 且 つ 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る の で あ る 。 こ の よ う に 、 一 体 に し
た 絶 縁 体 ３ ， ５ で あ る の で 、 こ れ に 、 前 記 コ ン タ ク ト ４ を 圧 入 し て 固 定 す る に は 、 単 に 、
治 具 で 押 圧 す れ ば 良 い と す る も の で は な い 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 当 該 コ ン タ ク ト ４ は 、 板
厚 も 薄 く 、 複 雑 に 屈 曲 し て い る の で 、 押 圧 用 端 面 ４ ｃ だ け を 押 圧 す る と 、 そ の 圧 入 に 伴 う
抵 抗 に 負 け て 曲 が っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 前 記 コ ン タ ク ト ４ の 圧 入 を 確 実 に 遂 行 で き る よ う に す る た め に 、 図 ３ 乃 至 図 ４
（ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 基 部 ４ ａ と 先 端 部 ４ ｂ と が 長 手 方 向 に 沿 っ て 平 行 に さ
れ る と と も に 、 そ の 途 中 の 部 分 に お い て 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 押 圧 す る 圧 入 治 具 ８ の 先 端
部 が 当 接 す る 圧 入 用 の 段 差 ４ ｄ が 設 け ら れ て 、 オ フ セ ッ ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 前 記 コ ン タ ク ト ４ の 段 差 ４ ｄ に 対 応 し て 、 前 記 圧 入 治 具 ８ に も 、 図 ４ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に
示 す よ う に 、 前 記 コ ン タ ク ト ４ の 押 圧 用 端 面 ４ ｃ と 、 段 差 ４ ｄ 及 び 先 端 部 ４ ａ の Ｓ 字 型 に
屈 曲 し た 部 分 の 前 端 面 に 当 接 す る よ う に 、 段 差 ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 圧 入 治 具 ８ に
よ り 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 ３ の コ ン タ ク ト 収 納 孔 及 び 可 動 側 絶 縁 体 ５ の コ ン タ ク ト 収 納 孔 に
、 前 記 コ ン タ ク ト ４ を 同 時 に 圧 入 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 前 記 基 部 ４ ａ の 端 部 は プ
リ ン ト 基 板 ２ に 半 田 付 け さ れ 、 前 記 矩 形 平 板 状 の 先 端 部 ４ ｂ は 、 相 手 側 の コ ネ ク タ に お け
る コ ン タ ク ト が 摺 接 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 コ ン タ ク ト ４ は 、 前 記 固 定 側 絶 縁 体 ３ と 前 記 可 動 側 絶 縁 体 ５ と が 揺 動 連 結 部
７ を 介 し て 一 体 に 成 形 さ れ て 、 全 体 が コ ン パ ク ト に な る の で 、 そ れ と 同 時 に 当 該 コ ン パ ク
ト ４ の 前 後 方 向 の 長 さ も 短 く な る 。 そ う す る と 、 前 記 基 部 ４ ａ と 先 端 部 ４ ｂ と の 距 離 が 短
く な り 、 フ ロ ー テ ィ ン グ す る 際 の 前 記 コ ン タ ク ト ４ の 可 動 部 分 の 長 さ が 短 く な っ て 、 そ の
剛 性 が 強 く な る こ と で 、 外 力 に 対 し て の 可 動 量 が 減 少 す る 。 そ れ を 避 け る た め に 、 図 ４ （
Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 矩 形 平 板 状 の 先 端 部 ４ ｂ に お い て 、 例 え ば 、 前 後 方 向 に
沿 っ た 端 部 の 近 傍 に 、 ス リ ッ ト ４ ｅ を 設 け て 、 可 動 部 分 の 長 さ ａ を 長 く 確 保 し て い る 。 こ
れ に よ り 、 コ ン タ ク ト 同 士 を 嵌 合 さ せ る 際 の 揺 動 時 に お い て 、 コ ン タ ク ト ４ の 先 端 部 ４ ｂ
が 、 基 部 ４ ａ に 対 し て 上 下 ， 左 右 （ 板 厚 方 向 ） 方 向 に 容 易 に 揺 動 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ を 使 用 す れ ば 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 フ
ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ が 雄 側 コ ネ ク タ で あ り 、 そ の コ ン タ ク ト ４ が ラ イ ト ア ン グ ル タ イ
プ 、 こ の 実 装 基 板 で あ る プ リ ン ト 基 板 ２ に 対 し て 、 直 交 し た 方 向 の プ リ ン ト 基 板 ９ に 実 装
さ れ た 雌 側 コ ネ ク タ １ ４ が 、 フ ォ ー ク 型 コ ン タ ク ト を 備 え て 嵌 合 さ れ る 。 前 記 フ ロ ー テ ィ
ン グ コ ネ ク タ １ の 可 動 側 絶 縁 体 ５ が 揺 動 連 結 部 ７ に よ り 上 下 ・ 左 右 に 揺 動 し て 、 嵌 合 時 の
位 置 誤 差 が 吸 収 さ れ て 、 プ リ ン ト 基 板 ２ ， ９ 同 士 の コ ネ ク タ が ス ム ー ズ に 嵌 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 プ リ ン ト 基 板 ２ ， ９ 同 士 が 互 い に 平 行 な 場 合 に お い て 、 前 記
フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ は 、 そ の コ ン タ ク ト ４ が プ リ ン ト 基 板 ２ に ス ト レ ー ト に 半 田 付
け さ れ て い る 雄 側 コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 雌 側 コ ネ ク タ １ ４ と 嵌 合 時 に 位 置 誤 差 が あ っ て も
、 可 動 側 絶 縁 体 ５ が 、 前 述 と 同 様 に 上 下 ・ 左 右 に 揺 動 し て 前 記 位 置 誤 差 を 吸 収 し 、 ス ム ー
ズ に 嵌 合 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ の 、 正 面 図 （ Ａ ） 、 左 右 側 面 図 （ Ｂ ） ，
（ Ｃ ） 、 平 面 図 （ Ｄ ） 、 底 面 図 （ Ｅ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 同 本 発 明 の フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 本 発 明 の フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ の コ ン タ ク ト 圧 入 の 様 子 を 示 す 説 明 用 の 縦
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ に お け る コ ン タ ク ト ４ を 圧 入 用 治 具 ８ で 押 し 当 て て 圧
入 す る 様 子 を 示 す 平 面 図 （ Ａ ） 、 正 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 同 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で 、 ラ イ ト ア
ン グ ル タ イ プ の コ ネ ク タ で 、 側 面 側 か ら 見 た 説 明 図 （ Ａ ） と 、 正 面 側 か ら 見 た 説 明 図 （ Ｂ
） と で あ る 。
【 図 ６ 】 同 本 発 明 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で 、 ス ト レ ー
ト タ イ プ の コ ネ ク タ で 、 側 面 側 か ら 見 た 説 明 図 （ Ａ ） と 、 正 面 側 か ら 見 た 説 明 図 （ Ｂ ） と
で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 　 　 　 　 フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ 、
　 ２ 　 　       プ リ ン ト 基 板 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-265742 A 2007.10.11



　 ３ 　 　 　 　 　 固 定 側 絶 縁 体 、
　 ４ 　 　 　 　 　 コ ン タ ク ト 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ａ 　 　 　 　 　 基 部 、
　 ４ ｂ 　 　 　 　 先 端 部 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ｃ 　 　 　 　 　 押 圧 用 端 面 、
　 ４ ｄ 　 　 　 　 段 差 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ｅ 　 　 　 　 　 ス リ ッ ト 、
　 ５ 　 　       可 動 側 絶 縁 体 、
  ６           ホ ー ル ド ダ ウ ン 、
　 ７ ａ ～ ７ ｄ 　 揺 動 連 結 部 、
　 ８ 　 　 　 　 　 圧 入 治 具 、                       ８ ａ 　 　 　 　 　 段 差 、
　 ９           プ リ ン ト 基 板 、
　 １ ０ 　 　 　 　 従 来 例 に 係 る フ ロ ー テ ィ ン グ コ ネ ク タ 。
　 １ １ 　 　 　 　 固 定 側 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ 、
　 １ ２ 　 　 　 　 可 動 側 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ 、
　 １ ３ 　 　 　 　 コ ン タ ク ト 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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